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 本論文の学術的な価値は高い。  
 しかしながら，本論文に問題が無いわけではない。第一に，官僚制の弊害や市場
メカニズムの歪みなど，国有企業に付随するとされてきた様々な制約や，国有企業
がその外部環境に対してもたらしうるネガティヴな影響が，どのような組織デザイ
ン，制度環境等によって克服されたのかについては，分析は必ずしも明晰ではな
い。第二に，本論文は，分析対象であるJCorpを直接の取材源ないし情報源とする
分析の比重が大きく，他方，同時代の報道資料や公文書館資料などとの付き合わせ
は限られる。歴史研究の強みである異種多角情報源の照合（トライアンギュレーシ
ョン）には，改善の余地がある。第三に，本論文は，JCorpが国有企業であるにも
かかわらず「高いパフォーマンス」を示したと主張し，国有企業像の転換が求めら
れると結論しているが，「パフォーマンス」の語は企業成長を指すものとして広義
に用いられている。財務諸表を存分に活用した資本効率の本格的な分析に立ち入っ
ていないことからすると，誤解を招く用語法であり，概念的にも曖昧さを残す。最
後に，技術的な面では，叙述の冗長性や重複が著しく，全体の構成も改善の余地を
大きく残す。 
 とはいえこれらの問題は，本論文が経営史研究の蓄積が極めて浅い東南アジア企
業を対象に開拓者的な研究に挑んだという状況にも規定されており，また，著者の
今後のさらなる成長の可能性を示唆するものでもある。よってこれらは，本論文
が，国際経営史，経済政策史研究の分野にもたらした顕著な成果をいささかなりと
も毀損するものではない。 
 なお，平成29年7月26日，論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果，合
格と認めた。 
 
 
